第1回永平寺町学校給食検討協議会　会議録

日　時　平成２６年６月３０日（月）１９時３０分開会
場　所　永平寺支所　２階　　研修室
会議次第

1． 開会

　　　　出席者　　協議会委員２３名　（内、欠席６名）

　　　　　　　　　河合町長、宮崎教育長、南部学校教育課長、青木学校教育課参事
2． 委嘱状交付
委員２３名に委嘱状交付　（代表　朝日高範氏に交付）

3． 町長あいさつ
4． 委員自己紹介

配布名簿番号順に自己紹介

5． 協議会設置要綱について

　　　　協議会設置、検討事項、組織の委員、委員の任期、会長・副会長、協議会の

会議等について説明
　

6． 会長・副会長選出

　　　　　協議会設置要綱により会長・副会長を選出　

（委員の互選となっているが、委員の中から「事務局一任」の声があり、
会長に教育委員長の朝日高範氏、　副会長に町ＰＴＡ会長の吉田貴之氏

選出）
7． 議事　　（進行　朝日会長）
①学校給食の現状・在り方について説明　　（説明　学校教育課長　）　

・町内学校の児童・生徒数　、給食の方式（自校方式・センター方式）　　
　　　　　 調理員数　　 
　　 　・献立等、アレルギー対応について
　　 　・学校給食に係る平成２６年度予算について
　　 　・学校給食費無償化事業の現状説明
　　②委員からの意見
委　員　地元の特産物を納品しているが、給食のためなので少し多めに納品し

　　　　 子供たちに食べてほしいと思っている。

町　長　大変ありがたいこと。どんどん、地元食材を取り入れたいと思う。　・

　  委　員　突然の様に給食費無償化になったが、ずっと続ける方針なのか。
　　　　　　また、突然止めるということはないのか。

　　  町　長　給食費無償化は、保護者の負担軽減もあるが、人口増対策でもある。
ただ、財政的なことも現実にはあるため、行財政改革を進めながらサー
ビスを続け、また、これによる人口増の相乗効果があれば、交付税にも
反映できる。しかし、財政が苦しくなった時は、また皆様にご相談した
い。
　  委　員　福井県学校給食会とはどういう組織で、どのくらいの支払いがあるのか。
　　　　　　　　

　　教育長　県スポーツ保健課の中で、別団体で組織している。給食の食材を扱う団体。

　　　　　　牛乳・米・パンなど大量に使うものを安価で扱う業者。地域の業者では

買えないものを発注している。児童生徒のためによりいいものを、より安く提供することを目的に、営利はあまり考えていない団体。

給食１食分に占める金額の割合は調べていない。

　

　　委　員　地元の業者を大切にするのはよいことだが、学校毎に地元の業者を決めて納入するではなく、町が一括で仕入れれば、価格が下がるし、均等な価格になるのでは。

　

　　教育長　徐々に進めてはいるが、そうすると大量に扱える地元の業者が少ないので、どうしても、町外の大きな業者に偏ってしまうことになる。

小さな地元の業者に発注が出来なくなる。地元の業者も大切にしたい。

　　委　員　業者を大切にすることが優先されて、高い材料を発注することになるのはおかしいのでは。それと、栄養士の方も、沢山取れて、価格が安い旬の野菜を使ったメニューを考えればよい。

　　委　員　今の意見ですが、栄養士の先生も市場価格をチェックしているので、そんなに高いものを発注していないと思う、勉強していると思うが。

　　教育長　そのことについてはもう少し検討し、良い方向で進めていきたい。
　

　　町　長　いろいろ検討させていただくが、給食の食材を納入することによって、地域業者の育成にもなっていくので、ご理解をいただきたい。

　

　　委　員　給食費無料化はとても助かっている。これからの方向性はどうなるのか不安ではあるが、財政的なこともあるので考えて進めていってほしい。

　　町　長　家計の中で無償化が根付いてきているので、しっかりと行財政改革を進めていきますので、ご理解をいただきたい。
　

　　委　員　給食費無償化にしてから、人口は増えたのか。

　　町　長　減っています。

　　委　員　出生とかで増えてはいないのか。減っているのであれば、ＰＲが必要では。

　　町　長　ＰＲも必要だし、受け皿的なハード面も必要になってくる。福井市に近い町なのでやり方によっては人口を増やせるはず。研究していきたい。
　　委　員　移り住みたいという人のために、子育てしやすい町として、保育料も安い、子供の医療費も安い、給食費も無償ということをＰＲして、永平寺町を選んでいただく要因の一つとして、給食費無償化をもっとＰＲして、人口を増やしてほしい。そのためには、私たちも町外に向かってＰＲすることが
必要だと思う。

　　町　長　今年度消費税が上がったが、給食の単価も同じように上げましたので、給食の質の低下はないと思っておりますが、これからの給食のためにも、いろいろなご意見をいただきたい。
　　委　員　私は、いろいろな市町の給食を食べたが、永平寺町の給食は温かくて、美味しくて、とてもすばらしい給食だと思っている。

　　町　長　ありがとうございます。永平寺町の給食の単価は、県内でも高い方なので

　　　　　　給食をＰＲしていきたい。

　　会　長　私も中学校の給食を食べましたが、本当においしかったです。

　　教育長　給食を良くしようとすると、全部お金がかかることばかりになる。それで、
　　　　　　この会で、ここを我慢すればまたは、ここをこうすればもっと良くなるというアイデアを出していただきたい。

　　委　員　いろんな細かい意見が出ているが、私は、今なぜこの給食検討協議会が設置されたのかということを考えると、極端な話、町側の考えの中には、給食費無償化をずっと継続してゆけないという現状があって、この協議会の中で基本的には無償化を止めてゼロにするのか、または何パーセントかの負担にするのか、そういうことを最終的に検討することになる様な気がする。細かい仕入れのようなことではなく、町の財政がこれからもっと厳しくなっていくために、いつか無償化を止めるということを前提でこの会が設置されたように思うが。
最終的には、ストレートに話していただきたいし話し合える場にしていただきたい。

　　町　長　無償化について、たとえば給食センター方式にするとか色々なやり方があると思う。ただ、どの方法がベストなのか、たとえば２～３年は無償化を継続できるが、その後に財政が厳しくなった場合、どういったパターンで
　　　　　　たとえば、２子は５０％、３子は無料にするなどのやり方を、ぜひ、この協議会の場で話し合っていただければありがたい。いろいろな立場でのご意見を聞かせていただきたい。

　　委　員　先ほど、給食が美味しいといったのは、自校式でやっているからで、他のところはセンター方式。温かくないし、揚げ物が多い。

しかし、財政面を考えると、どうしても給食センター方式を考えると思う。
給食費無償化になったことにより、自校式からセンター式になってしまうのは悲しい。そういうことも考えて、無償化のことを話し合うべきだ。
　　町　長　センター方式にしても、メリット・デメリットは確かにあり、たとえば、冷めてしまうとか、また、あってはならないが、食中毒になった場合などはすべての学校に影響が出る。
　　教育長　今のことはとても大事なことだと思う。無償化にするために、経費節減が必要だからセンター方式にするのは反対だとか、それなら、給食費を負担するから自校式を維持してほしいとか、そういったいろいろな意見を参考にしながら進めていきたい。
　　　　　　今、全国的には、センター方式の動きがあり、その先、業者委託の方向へ

　　　　　　進んでいる。

　　町　長　保護者の皆さんのご意見も聞きたい。なぜかというと、無償化を止めることや、センター方式を進めるという前提の会議ではないからです。
　　委　員　自校方式で温かい給食を食べるということは、子供の心の成長にも良い影響があると思う。ただそれで、経費が掛かるのであれば、何か考える必要があると思う。一律無償というのではなく、２子・3子で考える。これは少子化対策にもなると思う。ただ、無償化を止めるとなると、反対も大きいと思うが、止めるとなったら早い時期がよいと思う。
　　委　員　自校方式のどこがよいのかとか、センター方式・業者委託の給食がどんなものか解らない。それぞれの方式には、メリット・デメリットがあるから、全部明らかにした資料や、町財政のこれから先をシュミレーションしたものがあれば、判断材料にしてこれから協議会の中で議論できるのでは。
　　委　員　無償化にするにあたって、このようなシュミレーションをした結果、無償化に踏み切ったのではないのか。無償化になってから、するかしないかの議論をするのはなぜなのか。また、私は、子供の食べることは親の責任だと思っている。

　　町　長　議会の中で議論はしたが、財政とかしっかり報告をしながら行政は無償化を進めなさいという付帯決議になった。議会についても、私の方から皆さんのご意見を説明していく。
　　
　　委　員　委員の任期についてだが、2年となっているがＰＴＡ会長は1年で替わるが。
　　事務局　残任期間は次の方にお願いする。（要綱第２条２項を説明）
　　教育長　２年間としましたので、替わられるＰＴＡ会長さんは、必ず引継をしていただくことをお願いいたします。
　　委　員　年間何回ぐらいの開催を予定されているのか

　　教育長　まだ、はっきり決めていない。しかし、先ほどのご意見の中にありました、議論する判断材料として、財政的な流れとか、自校方式・センター方式・委託方式等の違いとかをお示しし、また、給食の試食が必要であれば機会を設けたりいたします。また、次回の資料の希望があれば言っていただきたい。
　　委　員　今回、いろいろな意見が出て、いい議論ができたと感じられますので、できるだけ次回は早い時期に開催したらどうか。
　　会　長　いろいろな課題や意見が出てよい会議だったと思う。出来たら事務局から、次回は何月頃と言ってもらえないか。

　　課　長　できるだけ早い時期に開催できるようにします。
　　会　長　それでは、今回はここまでとします。

　

　８　閉会あいさつ　　　　教育長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉　会　　２１時１５分
